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障
害
学
生
支
援
に
欠
か
せ
な
い

文
献
の
電
子
化

　
障
害
の
あ
る
人
か
ら
意
思
表
示
が
あ
っ

た
場
合
、
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
範
囲

で
、
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な

対
応
を
す
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
を

行
政
機
関
な
ど
に
義
務
付
け
た
「
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」
が

2
0
1
6
年
4
月
に
施
行
と
な
り
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
同
法
の
改

正
に
よ
り
、
全
て
の
事
業
者
に
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
6
月
の
同
法
成
立
に
備
え

て
、
北
大
は
事
務
局
学
生
支
援
課
内
に
特

別
修
学
支
援
室
（
現
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
支
援
室
）
を
同
年
4
月
に
設
置
し
ま

し
た
。
同
室
は
、
障
害
の
あ
る
学
生
が
、

学
修
や
研
究
を
行
う
上
で
の
制
約
や
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
合
理
的
配
慮
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

修学支援懇話会を主催する
北大大学院教育学研究院の松田教授

初期の懇話会から参加している
北大附属図書館の小林さん

オンラインで開かれる修学支援懇話会

特 集

障害者と共に学びの 
ユニバーサルデザインを考える 
──北海道大学から始まった修学支援懇話会
　日本学生支援機構が2022年度に実施した、障害のある学生への修学支援に関する調査結果によると、全国の大学など
高等教育機関に在籍する学生の1.53％、約5万人が何らかの障害を抱え、このうち約2万7千人が学校側から授業などで配慮
や支援を受けています。割合としてはわずかですが増加傾向にあり、このような学生の修学環境を整えることは、健常な
学生がけがや病気をした際にも学びやすい環境となります。北海道大学（以下、北大）の教職員や障害のある学生が集まり、
2012年3月に発足した「修学支援懇話会」では、教科書など書物を扱うことや読むことが困難な「プリント・ディスアビリ
ティ」のある学生への支援の在り方など、「学びのユニバーサルデザイン化」について長年話し合われています。現在は有志
の勉強会として継続している懇話会が始まったきっかけや意義などについて、北大大学院教育学研究院の松田康子教授、
プリント・ディスアビリティ当事者でもある村松哲夫さん、北大附属図書館利用支援課の小林泰名係長らに話を聞きました。
（文・写真／片山健一　取材日2024年6月3、8日）
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大
学
が
行
う
合
理
的
配
慮
の
例
と
し
て

は
、
教
室
に
車
椅
子
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
を

認
め
た
り
、
試
験
時
間
の
延
長
や
回
答
方

法
を
配
慮
し
た
り
、
先
生
が
話
す
内
容
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
化
し
障
害
学
生
に

伝
え
る
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
教
材
や
文
献
の
文
字
デ
ー
タ
化
も

そ
の
一
つ
で
す
。

　

視
力
や
視
野
な
ど
に
問
題
を
抱
え
る
視

覚
障
害
だ
け
で
な
く
、
発
達
障
害
や
失
語

症
、
肢
体
不
自
由
で
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

れ
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
通
常
の
印
刷

物
を
扱
っ
た
り
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
態
を
「
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ

リ
テ
ィ
」
と
い
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
1
月
の
改
正
著
作
権
法
の

施
行
に
よ
り
、
図
書
館
で
は
、
視
覚
に
よ

る
認
識
が
困
難
な
人
に
対
し
て
文
字
デ
ー

タ
、
音
声
デ
ー
タ
な
ど
の
電
子
版
を
作
成

し
、
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
2
月
の
「
図
書
館
の
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
著
作
権
法
第
37
条
第

3
項
に
基
づ
く
著
作
物
の
複
製
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
っ
て
、
肢
体
不

自
由
な
ど
視
覚
に
障
害
が
な
い
人
も
含

め
、
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の

あ
る
全
て
の
人
に
対
し
て
も
電
子
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
松
田

さ
ん
は
「
障
害
学
生
の
情
報
保
障
と
し

て
、
文
献
の
電
子
化
は
欠
か
せ
な
い
支
援

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

修
学
支
援
懇
話
会
で

議
論
が
深
ま
る

　

北
大
附
属
図
書
館
が
、
プ
リ
ン
ト
・

デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
学
生
へ
の
情

報
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
始
め
た
の

は
、
2
0
1
2
年
2
月
か
ら
で
す
。
北
大

の
准
教
授
だ
っ
た
松
田
さ
ん
が
、
四
肢
麻

痺
に
よ
り
車
椅
子
で
通
学
す
る
大
学
院
生

の
村
松
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
中

で
、
大
学
に
対
す
る
要
望
を
尋
ね
た
時
、

本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
困
難
な
村

松
さ
ん
は
「
大
学
の
蔵
書
を
全
部
電
子
化

し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
す

ぐ
に
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な
く

て
も
、「
話
を
聞
く
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て

は
い
け
な
い
」
と
松
田
さ
ん
は
図
書
館
を

訪
ね
、
文
献
電
子
化
の
話
題
を
持
ち
か
け

ま
し
た
。「
当
時
の
部
長
が
理
解
を
示
し

て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
検
討
を
指
示
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
」（
松
田
さ
ん
）、
同
年
3

月
に
初
め
て
の
「
修
学
支
援
懇
話
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
大
会
議
室
に
集
ま
っ
た
の

は
、
松
田
さ
ん
、
村
松
さ
ん
と
図
書
館
職

員
、
学
生
支
援
課
職
員
で
す
。
1
9
9
6

年
に
北
大
に
入
学
し
た
村
松
さ
ん
は
「
文

学
部
だ
っ
た
の
で
読
書
は
殊
更
欠
か
せ
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
一
番
大
変
で
し

た
。
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
と

い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
中
、
ど
う
し
た
ら

本
が
た
く
さ
ん
読
め
る
の
か
、『
で
き
な

い
こ
と
を
嘆
く
よ
り
も
、
で
き
る
方
法
を

見
つ
け
よ
う
』
と
暗
中
模
索
す
る
大
学
、

大
学
院
生
活
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
の
進
展
は
、
村
松
さ
ん

の
読
書
方
法
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
個
人
で
紙
の
本
や

資
料
を
電
子
化
す
る
“
自
炊
”
に
よ
り
、

文
字
デ
ー
タ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
で
読
む

よ
う
に
な
り
、「
感
覚
的
に
は
こ
れ
ま
で

の
10
分
の
1
程
度
に
負
荷
が
軽
減
さ
れ

た
」
そ
う
で
す
。「“
自
炊
”
で
は
購
入
で

き
る
本
の
数
や
労
力
に
限
界
が
あ
る
の

で
、
図
書
館
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ

れ
ば
、
非
常
に
助
か
る
と
思
い
ま
し
た
」

（
村
松
さ
ん
）。

　

懇
話
会
は
毎
月
の
よ
う
に
開
か
れ
、
発

足
か
ら
約
半
年
後
に
は
印
刷
会
社
、
学
内

で
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
習
を
担
当
す
る
教
員

も
加
わ
っ
て
、
情
報
保
障
の
基
本
的
な
考

え
方
、
法
律
面
や
技
術
面
な
ど
、
よ
り
多

角
的
な
意
見
が
交
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
懇
話
会
を
通
じ
て
、
紙
資
料
の
電

子
化
や
電
子
書
籍
の
導
入
は
視
覚
障
害
者

だ
け
で
な
く
、
他
の
障
害
者
に
も
有
効
な

情
報
保
障
で
、
大
き
な
助
け
に
な
る
と
い

う
認
識
が
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

附
属
図
書
館
で

資
料
電
子
化
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

附
属
図
書
館
の
主
催
に
よ
り
、
2
0
1
4

年
3
月
ま
で
の
2
年
間
で
21
回
に
わ
た
り

日本学生支援機構の障害のある学生の修学支援に関する実態調査結果報告書を基に作成
プリント・ディスアビリティのある人が

どうしたら助かるのかを発信し続ける村松さん

3 特集　障害者と共に学びのユニバーサルデザインを考える──北海道大学から始まった修学支援懇話会　﻿



開
催
さ
れ
た
懇
話
会
で
話
し
合
い
を
積
み

重
ね
、「
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
る
利
用
者
の
た
め
の
資
料
電
子
化

サ
ー
ビ
ス
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
紙
の
本
な
ど
を
読
む
こ
と
が
難

し
い
学
生
の
要
望
に
応
じ
て
、
図
書
館
の

資
料
を
電
子
化
（
画
像
P
D
F
化
、
文
字

デ
ー
タ
化
）
す
る
も
の
で
す
。
2
0
1
4

年
9
月
か
ら
の
試
行
を
経
て
、
2
0
1
6

年
4
月
に
正
式
に
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。
近
年
は
年
間
1
0
0
件
程
度
の
依
頼

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
2
0
2
3

年
度
ま
で
の
累
計
依
頼
数
は
8
2
9
件
に

上
り
ま
す
。

　

資
料
電
子
化
の
流
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

希
望
者
が
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ

テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

支
援
室
が
確
認
し
た
上
で
、
図
書
館
に
電

子
化
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
を
し
ま
す
。

図
書
館
は
、
利
用
者
が
求
め
る
資
料
の
所

蔵
を
確
認
し
、
電
子
書
籍
や
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
（
学
術
雑
誌
）
が
あ
れ
ば
利
用
者
に

情
報
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
覚
障
害

者
等
用
に
作
成
さ
れ
た
電
子
デ
ー
タ
の
有

無
を
確
認
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
い
時

は
、
出
版
者
に
本
文
デ
ー
タ
の
提
供
を
依

頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

電
子
書
籍
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
電
子

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
も
入
手
で
き
な
い
場
合

は
、
図
書
館
職
員
ら
の
手
作
業
で
電
子
化

を
行
い
ま
す
。
文
献
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読

み
取
り
、
P
D
F
デ
ー
タ
に
し
て
か
ら

O
C
R
（
光
学
式
文
字
認
識
）
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
文
字
デ
ー
タ
化
し
、
デ
ー
タ
を
校

正
し
て
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
形
式

で
提
供
す
る
─
と
い
う
作
業
工
程
を
踏

み
ま
す
。
校
正
済
み
の
文
字
デ
ー
タ
は
、

依
頼
か
ら
約
1
カ
月
半
～
2
カ
月
後
に
利

用
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

文
献
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
る
作
業

は
図
書
館
の
職
員
が
行
い
、
最
も
時
間
が

か
か
る
校
正
作
業
は
主
に
支
援
室
か
ら
派

遣
さ
れ
る
支
援
学
生
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）

が
情
報
保
障
の
担
い
手
と
し
て
研
修
を
受

け
た
上
で
業
務
に
当
た
り
ま
す
。
支
援
学

生
は
大
学
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
雇
用
さ

れ
、
2
0
2
4
年
4
月
時
点
で
は
22
人
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
手
を
要

す
る
た
め
、
3
0
0
ペ
ー
ジ
の
文
献
を
電
子

化
す
る
に
は
1
冊
3
万
円
前
後
の
コ
ス
ト

が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
化
等
の
作
業
が
重
複
す
る

こ
と
を
省
く
た
め
、
図
書
館
間
で
相
互
利

用
の
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。﻿

国
立
国
会

図
書
館
で
は
自
館
で
製
作
、
ま
た
は
他
機

関
か
ら
収
集
し
た
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
図

書
館
間
で
も
各
館
の
作
成
し
た
資
料
の
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

北
大
で
は
6
万
4
千
タ
イ
ト
ル
の
電
子

書
籍
と
2
万
2
千
タ
イ
ト
ル
の
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
が
利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
健
常
の

学
生
が
当
た
り
前
に
利
用
し
て
い
る
北
大

所
蔵
の
3
7
0
万
冊
を
超
え
る
紙
の
本
な

ど
を
、
プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の

学
生
が
読
む
こ
と
は
困
難
で
す
。「
図
書
館

で
電
子
化
し
て
い
る
だ
け
で
は
格
差
は
埋

ま
り
ま
せ
ん
。
出
版
者
が
プ
リ
ン
ト
・

デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
読
者
に
も
読

め
る
形
式
で
電
子
書
籍
を
出
版
し
た
り
、

プ
リ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
読

者
の
求
め
に
応
じ
て
電
子
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
多
様
な
読
者
の
自
由
な
読

書
や
学
び
の
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
」
と
小
林
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

　

附
属
図
書
館
の
施
設
・
設
備
面
の
対
応

も
進
み
ま
し
た
。
車
椅
子
利
用
者
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
バ
ッ
ク
で
も
降
り
や
す
く
す

る
た
め
の
鏡
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
障
害
者
向
け
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま
し
た
。

修学支援懇話会の歩み
■■修学支援懇話会 　■■北大

複合機のスキャナーで本を画像データとして読
み込む（北大附属図書館北図書館事務室）

文字データを確認していく校正作業
（北大附属図書館北図書館事務室）

年 月 内　　容
2010 1 改正著作権法施行

2 図書館の障害者サービスにおける著作権法第
37 条第 3項に基づく著作物の複製等に関す
るガイドライン策定

2012 3 修学支援懇話会発足
6 附属図書館のエレベーター内にミラー設置

2013 4 北大特別修学支援室発足（障害学生支援部署）
6 障害者差別解消法公布

2014 1 国立国会図書館視覚障害者等用データ送信
サービス開始

2 附属図書館ホームページに障害者向け利用案
内ページ公開

4 修学支援懇話会開催の主体を附属図書館から
特別修学支援室に移す

9 附属図書館の「プリント・ディスアビリティ
のための資料電子化サービス」試行開始

2015 4 資料電子化作業に特別修学支援室のサポート
学生が派遣される

2016 4 附属図書館の「プリントディスアビリティのた
めの資料電子化サービス」正式にサービス開始
障害者差別解消法施行

2017 4 修学支援懇話会の開催の主体を特別修学支援
室から松田先生に移す

2019 6 読書バリアフリー法施行
2022 10 国立情報学研究所読書バリアフリー資料メタ

データ共有システム本運用開始
2024 1 国立国会図書館「みなサーチ」正式版公開

4 改正障害者差別解消法施行
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4
月
以
降
は
松
田
さ
ん
個
人
が
主
催
し
、

有
志
30
人
ほ
ど
の
研
究
会
と
し
て
、
年
2

回
の
ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
6
月
8
日
午
後
2
時
、
第

45
回
の
修
学
支
援
懇
話
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
2
0
2
0
年
12
月
以
降
の
懇
話
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
日
の
参
加
者
13
人
の
ほ
と
ん
ど
は

We
b
会
議
ツ
ー
ル
の
「
Z
o
o
m
」
を
利

用
し
て
参
加
し
ま
し
た
。「
ろ
う
者
が
手

話
で
司
会
を
務
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

ど
う
進
め
る
の
か
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
の
も
懇
話

会
の
魅
力
の
一
つ
で
す
」（
小
林
さ
ん
）。

　

北
大
で
手
話
と
ろ
う
文
化
・
教
育
の
歴

史
に
つ
い
て
講
義
を
担
当
す
る
ろ
う
者
の

教
員
が
懇
話
会
に
参
加
す
る
た
め
、
手
話

通
訳
に
加
え
て
、
音
声
認
識
と
自
動
翻
訳

を
活
用
し
て
会
話
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

“
見
え
る
化
”
で
き
る
ア
プ
リ
「
U
D
ト
ー

ク
」
を
使
用
し
ま
す
。
音
声
認
識
の
変
換

ミ
ス
な
ど
を
す
ぐ
に
訂
正
で
き
る
よ
う
、

裏
方
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
生
3
人
が
別
室

で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
言
内
容
は
音
声
の
ほ
か
、
U
D
ト
ー

ク
で
文
字
で
も
共
有
さ
れ
ま
す
。
図
書
館

職
員
の
ほ
か
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援

室
ス
タ
ッ
フ
、
大
学
非
常
勤
講
師
、
卒
業

生
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
し
た
後
、
小

林
さ
ん
か
ら
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
形

式
の
資
料
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
国
立
国

会
図
書
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
「
み
な
サ
ー

障
害
者
が
学
び
や
す
い

環
境
整
備
は
続
く

　

2
0
1
4
年
3
月
ま
で
図
書
館
が
主
催

し
て
い
た
修
学
支
援
懇
話
会
で
す
が
、
同

年
4
月
か
ら
は
特
別
修
学
支
援
室
の
主
催

と
な
り
ま
し
た
。
図
書
館
だ
け
で
な
く
、

施
設
部
な
ど
多
様
な
部
署
の
教
職
員
や
学

生
が
集
ま
っ
て
意
見
交
換
を
し
て
、
障
害

者
の
目
線
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

の
作
成
に
お
け
る
留
意
点
が
話
題
に
な
っ

た
り
、
雪
か
き
に
よ
る
体
力
づ
く
り
の
観

点
か
ら
冬
季
の
車
椅
子
に
よ
る
構
内
移
動

の
た
め
の
雪
か
き
バ
イ
ト
が
話
題
に
な
っ

た
り
と
、
2
0
1
7
年
3
月
ま
で
の
3
年

間
で
11
回
開
か
れ
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
が

支
援
室
の
相
談
員
を
離
れ
た
2
0
1
7
年

　

松
田
さ
ん
は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
る
以
前
に
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー
ス
ト
校
の
デ
ィ
ス
ア
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知

り
、
北
大
に
も
こ
ん
な
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た

ら
と
夢
見
ま
し
た
。
今
は
障
害
学
生
支
援

組
織
の
設
置
・
運
営
は
大
学
の
義
務
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
か
ら
続
け
て
き
た

修
学
支
援
懇
話
会
で
の
学
び
と
経
験
は
、

教
育
の
担
い
手
と
し
て
の
自
分
を
支
え
て

い
ま
す
」
と
懇
話
会
の
意
義
を
語
り
ま
す
。

　

既
に
博
士
後
期
課
程
を
終
え
た
村
松
さ

ん
は
「
懇
話
会
の
中
で
初
め
て
、
自
分
で

も
無
意
識
だ
っ
た
バ
リ
ア
に
気
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
出
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
な
ど
を
含
め
、
大
学
は
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
技
術
の
進
歩

に
合
わ
せ
て
修
学
支
援
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
懇

話
会
に
参
加
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。

チ
」
や
、
点
字
・
音
声
図
書
が
豊
富
な

「
サ
ピ
エ
図
書
館
」
な
ど
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。「
電
子
化
に
は
待
ち
時
間
が
発
生
す

る
。
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

な
」「
通
う
大
学
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
違
う
の
は
残
念
」
と
い
っ
た
意

見
や
感
想
が
参
加
者
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。

　

懇
話
会
が
終
了
し
た
後
も
、
何
人
か
の

参
加
者
は
時
間
の
許
す
範
囲
で
オ
ン
ラ
イ

ン
に
残
っ
て
、
雑
談
が
続
き
ま
す
。
そ
の

間
、
松
田
さ
ん
は
、
Z
o
o
m
を
つ
な
い

だ
ま
ま
に
し
て
、“
ゆ
る
い
け
ど
熱
い
”

対
話
を
見
守
り
ま
す
。

対
話
を
通
し
て

解
決
策
を
見
い
だ
す

　

政
府
は
、
社
会
的
な
バ
リ
ア
を
取
り
除

く
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

当
た
っ
て
、
事
業
者
と
障
害
の
あ
る
人
と

の
間
で
対
話
を
重
ね
、
共
に
解
決
策
を
検

討
す
る
「
建
設
的
対
話
」
が
重
要
と
強
調

し
て
い
ま
す
。

　

修
学
支
援
懇
話
会
で
は
十
数
年
前
か

ら
、
障
害
の
あ
る
学
生
と
大
学
教
職
員
が

「
建
設
的
対
話
」
を
繰
り
返
し
、「
合
理
的

配
慮
を
す
る
方
も
、
求
め
る
方
も
、
ま
だ

ま
だ
理
解
は
十
分
で
は
な
い
中
、
お
互
い

の
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
る
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
の
形
成
の
場
と
な
っ
た
」
と
村
松
さ
ん

は
述
懐
し
ま
す
。

村松さん入学後、指導教官の尽力もあり設置さ
れたクラーク会館（学生会館）のスロープ

懇話会を裏で支える学生たち

5 特集　障害者と共に学びのユニバーサルデザインを考える──北海道大学から始まった修学支援懇話会　﻿



北
海
道
の

ジ
オ
パ
ー
ク

光
り
輝
く
天
然
の
ガ
ラ
ス

遠軽町

⑥

　

遠
軽
町
白
滝
に
は
約
2
2
0
万
年
前
の
火

山
活
動
で
誕
生
し
た
膨
大
な
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

が
眠
っ

て
い
ま
す
。「
天
然
の
ガ
ラ
ス
」
で
あ
る
黒
曜

石
は
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道

具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
お
よ
そ

3
万
年
か
ら
1
万
5
千
年
前
、
後
期
旧
石
器

時
代
に
は
、
こ
の
地
で
黒
曜
石
を
加
工
し
て

ナ
イ
フ
や
槍や

り

の
先
端
な
ど
の
石
器
を
、
1
万

年
以
上
に
わ
た
り
作
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

黒
曜
石
は
、
粘
性
の
高
い
溶
岩
が
急
速
に
冷

え
固
ま
っ
て
で
き
る
ガ
ラ
ス
質
の
火
山
岩
で
、

鋭
い
断
面
に
加
工
し
や
す
い
た
め
古
く
か
ら
刃

物
や
狩
猟
具
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

白
滝
市
街
の
北
に
あ
る
標
高
1
1
4
7
㍍
の

「
赤あ

か

石い
し

山や
ま

」
一
帯
は
黒
曜
石
の
一
大
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
そ
の
埋
蔵
量
は
推
定
約
2
～

5
億
㌧
と
日
本
最
大
規
模
で
す
。
こ
の
地
域

は
約
3
0
0
万
年
前
に
大
噴
火
が
発
生
し
、

直
径
5
㌔
に
及
ぶ
「
幌ほ

ろ

加か

湧ゆ
う

別べ
つ

カ
ル
デ
ラ
」

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
約
2
2
0
万
年
前
に

は
、
カ
ル
デ
ラ
内
の
10
カ
所
か
ら
噴
出
し
た

溶
岩
の
表
面
に
近
い
部
分
が
冷
え
て
固
ま

り
、
黒
曜
石
と
な
っ
て
地
表
に
現
れ
て
い
ま

す
。
白
滝
の
よ
う
に
原
石
が
地
表
に
露
出
し

て
採
取
が
容
易
な
場
所
は
国
内
で
も
非
常
に

希
少
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
2
0
1
0
年
に
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

古
代
人
の
息
吹
が
込
め
ら
れ
た
黒
曜
石

　

赤
石
山
を
取
り
囲
む
よ
う
に
1
0
0
カ
所

余
り
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
、
古
代
の

人
々
が
黒
曜
石
を
利
用
し
た
痕
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
内
で
も
珍
し
い
後
期

旧
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

1
9
8
9
年
に
「
白
滝
遺
跡
」
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

1
9
9
5
～
2
0
0
8
年
の
高
速
道
路
の
建

設
工
事
に
伴
う
調
査
で
は
、
約
7
6
8
万

点
、
重
量
11
・
8
㌧
に
及
ぶ
膨
大
な
石
器
類

や
黒
曜
石
の
破
片
が
出
土
し
ま
し
た
。
遠
軽

町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
松
村
愉
文
館
長

は
「
小
さ
な
破
片
を
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
で

石
器
の
作
製
過
程
が
分
か
り
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。
破
片
を
立
体
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
る
と
、
石
器
に
利
用
さ
れ
た
部
分

を
除
い
た
石
の
塊
が
再
現
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

白
滝
産
黒
曜
石
の
石
器
は
道
内
全
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
遠
く
サ
ハ
リ
ン
や
東
北
地
方
で

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
約
1
万
5
千
年
も

前
の
人
々
が
海
を
越
え
て
、
交
易
品
と
し
て

黒
曜
石
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で
す
。

　

出
土
品
の
一
つ
に
、
長
さ
36
・
2
㌢
の
ひ

と
き
わ
大
き
い
石
器
が
あ
り
、
槍
の
先
に
使

わ
れ
て
い
た
尖せ

ん

頭と
う

器き

と
し
て
は
国
内
で
最
大

級
の
も
の
で
す
。
複
数
の
破
片
の
状
態
で
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
作
製
中
に
失
敗
し
て

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
割
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
狩
り
以
外
の
用
途
で
使
用
し
て
い
た
の
か

…
…
」
と
松
村
館
長
は
思
い
を
は
せ
ま
す
。

日
本
最
古
の
国
宝
に

　

2
0
2
3
年
6
月
、
白
滝
遺
跡
群
か
ら
出

土
し
た
石
器
類
1
9
6
5
点
が
国
内
最
古
の

国
宝
に
指
定
さ
れ
、
石
器
の
加
工
技
術
や
作

製
過
程
が
分
か
る
資
料
と
し
て
高
い
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
多
数
の
国
宝
は
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
7

月
に
は
日
本
で
初
め
て
「
国
際
黒
曜
石
会

議
」
が
遠
軽
町
で
開
か
れ
、
国
内
外
か
ら

1
1
0
人
の
研
究
者
ら
が
赤
石
山
の
産
地
を

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
黒
曜
石
か

ら
石
器
を
作
る
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い

て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
で
自
分
だ

け
の
槍
先
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
る

「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
地
形
の
成
り
立
ち
な
ど
を
模
型
で
分
か

り
や
す
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
専
門
ガ
イ
ド

が
同
行
し
て
黒
曜
石
の
露ろ

頭と
う

を
見
学
す
る

「
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
は
7
月
か
ら
10
月
ま
で
開

催
し
ま
す
。
松
村
館
長
は
「
白
滝
ジ
オ
パ
ー

ク
の
魅
力
を
見
て
触
れ
て
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

〔
最
終
回
〕

白し
ら

滝た
き

ジ
オ
パ
ー
ク

�

〔
遠え

ん

軽が
る

町
〕

（
文
と
写
真
・
良
知
貢
一
　
取
材
日
2
0
2
4
年
5
月
29
日
）

光り輝く白滝産黒曜石
（写真提供：白滝ジオパーク推進協議会）

黒曜石を作った痕跡が地表に現れる八号沢露頭
（写真提供：白滝ジオパーク推進協議会）

国宝の石器類が展示されている遠軽町埋蔵文化財センター
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石器づくり体験の様子
（写真提供：白滝ジオパーク推進協議会）
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メ
レ
ヨ
ン
島
は
南
太
平
洋
の
小
さ
な
島
（
現
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
ウ
ォ
レ
ア
イ
環
礁
）
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
に
補
給
が
途
絶
え
、
守
備
隊
の
7
割
超
が
戦
死
や
戦
病

死
し
た
悲
劇
の
島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
同
島
に
小
隊
長
と
し
て
出
征
さ
れ
、
多
く
の

仲
間
を
失
い
な
が
ら
も
終
戦
を
迎
え
帰
国
す
る
こ
と
の
で

き
た
柿か
き

本も
と

胤た
ね

二じ

氏
が
、
自
身
の
体
験
を
描
い
た
作
品
を
中

心
に
構
成
さ
れ
た
画
集
で
す
。

　
戦
後
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
札
幌
の
創
業
者
と
な
っ
た
柿

本
氏
で
す
が
、
メ
レ
ヨ
ン
島
で
の
悲
劇
が
ど
う
し
て
も
頭

か
ら
離
れ
ず
、
80
歳
こ
ろ
か
ら
戦
争
の
記
憶
を
題
材
と
し

て
描
き
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
作

品
が
「
蟻ア
リ

」
で
す
。
飢
え
で
息
絶
え
た
仲
間
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
仲
間
の
口
に
は
蟻
の
行
列
。
強
く
戦
争
の

悲
惨
さ
を
訴
え
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
16
点
の
他
に
、
油
彩
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
作
品

も
掲
載
さ
れ
、
ア
ト
リ
エ
の
写
真
や
自
作
の
短
歌
な
ど
も

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
80
年
が
迫
る
な
か
、
多
く
の

方
に
見
て
い
た
だ
き
、
戦
争
の
真
実
が
後
世
に
伝
わ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

�

（
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部　
藤
野
貴
子
）

　
北
海
道
の
地
酒
を
思
い
浮
か
べ
た
時
に
、
あ
の
酒
は
キ

レ
が
あ
っ
て
美
味
し
い
と
か
コ
ク
が
あ
る
と
か
味
に
つ
い

て
の
蘊う

ん
蓄ち
く

は
あ
っ
て
も
、
ラ
ベ
ル
自
体
に
つ
い
て
は
意
識

し
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
本
書
は
「
Ⅰ 

幻
の
地
酒
ラ
ベ
ル
」「
Ⅱ 

ラ
ベ
ル
で
た

ど
る
北
の
酒
蔵
」
の
二
部
構
成
で
、
レ
ト
ロ
で
格
調
高
い

北
海
道
の
蔵
元
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
ラ
ベ
ル
が
数

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幻
の
地
酒
ラ
ベ
ル
の
章
で
は
、
今
と
な
っ
て
は
希
少
価

値
の
高
い
ラ
ベ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
時
代

の
絵
師
や
書
家
、
印
刷
工
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
が
工
夫
さ

れ
、
洗
練
さ
れ
た
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ベ
ル
で
た
ど
る
北
の
酒
蔵
で
は
、
明
治
・
大
正

期
創
業
の
蔵
か
ら
平
成
・
令
和
期
に
誕
生
し
た
蔵
ま
で
、

道
内
各
地
で
操
業
し
て
い
る
16
軒
の
酒
蔵
の
歩
み
が
、
ラ

ベ
ル
の
変
遷
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
豊
か
な
水
源
で
育
ま
れ
た
お
米
と
伏
流
水

や
湧
水
に
よ
り
、
美
味
し
い
地
酒
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
書
の
ラ
ベ
ル
を
眺
め
な
が
ら
好
み
の
地
酒
を
呑
む
と
、

さ
ら
に
味
わ
い
深
く
、
心
が
癒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
枚
葉
印
刷
部　
中
垣　
元
）

　
人
類
が
生
ま
れ
る
遥
か
昔
、
地
球
上
に
は
多
く
の
古
生

物
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
地
球
の
豊
か
な
環
境
の
な
か

で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

サ
ッ
ポ
ロ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
よ
う
に
絶
滅
し
た
も
の
、
現
在

の
ペ
ン
ギ
ン
や
カ
メ
の
祖
先
の
よ
う
に
環
境
変
化
に
適
応

し
て
き
た
も
の
、
多
種
多
様
な
生
物
の
生
活
が
そ
こ
に
は

あ
り
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
そ
の
古
生
物
の
姿
や
形
、
生
活
環
境
を
イ
ラ

ス
ト
も
使
い
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス

ト
は
札
幌
在
住
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
家
の
浩ひ
ろ

而じ

魅み

諭ゆ

さ
ん

が
、
各
地
の
博
物
館
へ
出
か
け
古
生
物
の
生
活
空
間
を
観

察
し
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
東
ア
ジ
ア
と
陸
つ
づ
き
だ
っ
た
地
形
は
何
千

万
年
の
時
を
経
て
、
ゆ
っ
く
り
と
現
在
の
北
海
道
の
姿
と

な
り
ま
し
た
。
大
陸
の
動
き
と
と
も
に
、
な
ぜ
北
海
道
へ

来
た
の
か
、
何
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
た
の
か
、
そ
ん
な

古
生
物
の
暮
ら
し
に
想
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
多
く
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
あ
な
た
の
身
近
で
も
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ

ウ
が
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
北
海
道
営
業
部　
中
川
信
巳
）

ほ
っ
か
い
ど
う
地
酒
ラ
ベ
ル

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー�

978-4-906740-64-2

能
登
　
亨
樹
　
編
著
／
和
田
　
由
美
　
監
修

B
5
変
型
判
　
1
6
8
頁
　
3
3
0
0
円

亜
璃
西
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

嗚
呼
、
メ
レ
ヨ
ン
島

柿
本
胤
二
画
集�

978-4-87739-402-8

柿
本
　
純
　
編

A
4
判
　
96
頁
　
3
5
2
0
円

共
同
文
化
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

北
海
道
絶
滅
動
物
館

�
978-4-86721-125-0

「
北
海
道
絶
滅
動
物
館
」編
集
委
員
会
　
編
／
作
画
・
構
成
　
浩
而
魅
諭

B
5
判
　
1
6
0
頁
　
2
7
5
0
円

北
海
道
新
聞
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

北
海
道
絶
滅
動
物
館

「北海道絶滅動物館」編集委員会編／作画・構成＝浩而魅諭

北海道新聞社
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北
海
道
キ
ャ
ン
プ
場
＆
コ
テ
ー
ジ
ガ
イ
ド

2
0
2
4─

25�
978-4-86721-128-1

花
岡　

俊
吾　

著

A
5
変
型
判　

3
3
6
頁	

1
9
8
0
円

北
海
道　
大
人
の
日
帰
り
ス
ポ
ッ
ト

2
0
2
4─

25�
978-4-86721-129-8

花
岡　

俊
吾　

著

A
5
変
型
判　

2
8
8
頁	
1
9
8
0
円

エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ　
も
も
日
和

�
978-4-86721-126-7

髙
橋　

賢
悟　

著

A
5
変
型
判　

96
頁	

1
6
5
0
円

坂
本
先
生
と
さ
わ
こ
の
母

�
978-4-86721-131-1

坂
本　

勤
・
今　

美
幸　

共
著

A
5
変
型
判　

2
2
4
頁	

1
9
8
0
円

北
海
道
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー�

978-4-86721-130-4

吉
田　

弥
生　

著

四
六
判　

1
6
0
頁	

1
5
4
0
円

新　
夏
山
ガ
イ
ド
6

道
東
・
道
北
・
増
毛�

978-4-86721-132-8

長
谷
川　

哲　

著

B
6
判　

3
1
2
頁	

2
6
4
0
円

藤
戸
竹
喜
作
品
集

キ
ム
ン
カ
ム
イ
に
導
か
れ�

978-4-86721-133-5

「
藤
戸
竹
喜
作
品
集
」
編
集
委
員
会　

編

B
5
判　

2
5
6
頁	

2
5
0
0
円

道
新
プ
ラ
ス

道
新
受
験
情
報
2
0
2
5
大
学
・
短
大
特
集

北
海
道
新
聞
社　

編�
16747-05

B
5
判　

2
5
6
頁	

9
9
0
円

─
─
─
北
海
道
新
聞
社

060─

8711 

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3─

6

☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

南
原　
繁　
「
戦
争
」
経
験
の
政
治
学

川
口　

雄
一　

著	
978-4-8329-6896-7

A
5
判　

3
5
8
頁	

8
8
0
0
円

日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
葬
法

現
代
社
会
に
お
け
る
死
の
物
語
の
再
編�

978-4-8329-6894-3

宮
澤　

安
紀　

著

A
5
判　

2
7
6
頁	

7
4
8
0
円

明
治
期
北
海
道
の
兵
士
た
ち

徴
兵
・
戦
没
・
慰
霊�

978-4-8329-6897-4

相
庭　

達
也　

著

A
5
判　

2
8
0
頁	

7
7
0
0
円

分
断
さ
れ
た
世
界
を
つ
な
ぐ
思
想

よ
り
善
き
公
正
な
共
生
社
会
の
た
め
に�

978-4-8329-3419-1

山
脇　

直
司　

著

A
5
判　

2
6
2
頁	

4
4
0
0
円

新
版　
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜�

978-4-8329-9143-9

宮
部　

金
吾
・
工
藤　

祐
舜　

著
／

須
崎　

忠
助　

画

B
5
判　

1
9
6
頁	

6
6
0
0
円

札
幌
農
学
校
教
授　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ス

生
涯
と
そ
の
時
代�

978-4-8329-6895-0

赤
石　

恵
一　

著

A
5
判　

4
2
8
頁	

1
1
0
0
0
円

─
─
─
北
海
道
大
学
出
版
会

060─

0809 

札
幌
市
北
区
北
9
条
西
8
丁
目

☎

0
1
1
・
7
4
7
・
2
3
0
8

ほ
っ
か
い
ど
う
地
酒
ラ
ベ
ル
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー

	
978-4-906740-64-2

能
登　

亨
樹　

編
著
／
和
田　

由
美　

監
修

B
5
変
型
判　

1
6
8
頁	

3
3
0
0
円

─
─
─
亜
璃
西
社

060─

8637 

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

お
ば
け
の
マ
ー
ル
と
ひ
み
つ
の
こ
う
え
ん

	
978-4-89115-431-8

な
か
い　

れ
い　

え
／
け
ー
た
ろ
う　

ぶ
ん

A
4
変
型
判　

24
頁	

1
3
2
0
円

命
を
守
る　
防
災
ふ
ろ
し
き�

978-4-89115-432-5

よ
こ
や
ま　

よ
し
え　

さ
く

A
5
判　

32
頁	

1
1
0
0
円

北
の
行
路	

978-4-89115-433-2

北
海
道
の
蒸
気
機
関
車
　
1
9
7
0
～
75
年
冬

小
松
原　

一
高　

著

A
4
判　

1
4
4
頁	

2
8
6
0
円

─
─
─
中
西
出
版

007─

0823 

札
幌
市
東
区
東
雁
来
3
条
1
丁
目
1─

34

☎

0
1
1
・
7
8
5
・
0
7
3
7

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

	
978-4-86453-099-6

北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合　

監
修

B
5
判　

1
0
0
頁	

1
9
8
0
円

─
─
─
北
海
道
協
同
組
合
通
信
社

060─

0005 

札
幌
市
中
央
区
北
5
条
西
14
丁
目

☎

0
1
1
・
2
3
1
・
5
2
6
1

敗
者
の
明
治
維
新
と
北
海
道
移
民
、
屯
田
兵

～
東
北
諸
藩
の
苦
難
の
歴
史
～�

978-4-8328-2401-0

北
国　

諒
星　

著

四
六
判　

2
0
4
頁	

1
7
6
0
円

漆
器
か
ら
み
る
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
文
化​

	
978-4-8328-2402-7

浅
倉　

有
子　

編

B
5
判　

2
6
5
頁	

6
0
5
0
円

豊
島
三
右
衛
門　
釧
路
地
方
地
名
考

	
978-4-8328-2403-4

秋
葉　

實　

解
読
／

三
宅　

正
浩
・
戸
部　

千
春　

編

B
5
判　

2
3
2
頁	

4
9
5
0
円

─
─
─
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

001─

0018 

札
幌
市
北
区
北
18
条
西
6
丁
目
2─

47

☎

0
1
1
・
7
3
7
・
1
7
5
5

追
憶
の
C
62　
ニ
セ
コ
号

古
澤　

成
博　

著	
978-4-87739-403-5

A
4
判　

72
頁	

2
7
5
0
円

爪
句
＠
ク
イ
ズ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

─
鉄
道
編
3	

978-4-87739-404-2

青
木　

曲
直　

著

1
0
0
×
74
㍉　

2
3
6
頁	

5
0
0
円

直
言　
荒
井
聰
の
体
験
的
政
権
交
代
論

	
978-4-87739-406-6

荒
井　

聰　

著

四
六
判　

3
0
4
頁	

1
9
8
0
円

読
ん
で
考
え
る
学
校
体
育
事
故
裁
判

─
教
師
が
知
っ
て
お
き
た
い
法
的
知
識
─	

978-4-87739-408-0

山
口　

裕
貴　

編
著

A
5
判　

2
6
0
頁	

1
9
8
0
円

日
常
に
あ
る
色　
色
の
自
然
誌

	
978-4-87739-405-9

中
井　

和
子　

著

A
5
判　

2
0
2
頁	

2
2
0
0
円

─
─
─
共
同
文
化
社

060─

0033 

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

	

G
E
M
木
版
画
会 

会
員　

札
幌
市
在
住

表 紙
の
ことば

初
夏
の
姫
沼

加
藤　

光
浩

木
版
画　

39
・
5
㌢
×
41
㌢

　

利
尻
島
に
あ
る
姫
沼
は
、
点
在
す
る
小
沼
と
湧

き
水
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
周
囲
約
1
㌔
の
人
造

湖
で
あ
る
。

　

一
時
期
ヒ
メ
マ
ス
を
放
流
し
た
こ
と
か
ら
姫
沼

と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

湖
の
周
囲
に
は
、
野
鳥
や
植
物
を
観
察
し
な
が

ら
歩
け
る
木
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
晴
れ
た
日

に
は
湖
面
に
「
逆
さ
利
尻
富
士
」
の
絶
景
が
見
ら

れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

訪
れ
た
当
初
、
利
尻
山
は
雲
に
隠
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
雲
が
消
え
、「
逆
さ
利
尻
富
士
」
が

現
れ
た
時
の
感
動
を
作
品
に
し
た
。

新 

刊 

情 

報

書
名
の
下
の
数
字
は
日
本
図
書
コ
ー
ド（
I
S
B
N
）
及
び
雑
誌
コ
ー
ド
。
特
記
以
外
は
税
込
価
格
。

お
近
く
の
書
店
に
な
い
場
合
は
発
行
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
uarterly

北
海
道
の
印
刷
出
版
文
化
情
報
誌
［
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
］
第
22
号（
通
巻
3
6
8
号
）　
2
0
2
4
年
7
月
15
日
発
行
　
編
集
■
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
編
集
委
員
会
　
発
行
■
株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド
　
〒
060-

0033 

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
5
丁
目
5
番
地
91
　☎

0
1
1
・
2
4
1
・
9
3
4
1

※季刊アイワードのバックナンバーを
　弊社ホームページよりご覧いただけます。
URL https://iword.co.jp


